
21 古典を読もう ～「枕草子」第一段～ 
 

 古典の学習において、文語的な言葉や表現に触れることは、現在使われている

言葉の表現や意味や用法をよりよく理解することにつながる。また、古典の学習

は、日本の文化や伝統について関心を深める契機にもなる。本単元では、「枕草子」

の第一段を取り上げることによって、四季に関する日本の伝統的なものの見方や

考え方に触れさせることが可能となる。このことを理解することは、俳句や短歌、

詩などはもちろんのこと、小説や随筆などの文学的な文章の理解にも役に立つ。

JSL の生徒にとって古典は難しいかも知れないが、音読を通して古典の持つ文語

的な日本語独自のリズムに慣れ、文章の内容や優れた表現に親しませることがで

きる。 
日本で育った子ども同士もそれぞれのものの感じ方がある。同じように、外国

からの子どもたちはそれぞれのものの感じ方をもっている。それらを「季節」を

題材として、お互いの違いを認め合い、お互いの違いを共有できる集団を育てて

いきたい。  

 

１ 領 域  読むこと 

２ 教 材  「枕草子」第一段 

３ 目 標  ・音読を通して古文のリズムに慣れ、内容や表現に親しむ。 

       ・日本の古人の季節に対する見方・感じ方を理解する。 

４ 指導時間 ４時間 

５ 指導形態 在籍学級（ＴＴ入り込み） 

６ 指導事項 ・言語スキル 

領域 指導事項 言語スキル 
読

む 
こ

と 

【表現の仕方】 
・表現の仕方や文章の特徴に注

意して読む。 
 
【ものの見方や考え方】 
・季節に対する伝統的なものの

見方や考え方を理解する。 
 

 
・音読することによって、文章のリズム 

や響きを感じることができる。 
・文章表現の美しさ、豊かさに気付くこ 

とができる。 
・筆者が季節ごとのどんなところに感動 

しているか、読み取ることができる。 
・筆者の考えと自分の考えの共通点・相 

違点が見つけられる。 
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言

語

事

項 

【語彙】 
・話や文章の中の語彙について

関心を持つ。 

 
・古典における季節を表す語彙や語句に注

意し、ものの見方や考え方を広げること

ができる。 

 

７ 学習指導案 

 学習活動 伸ばしたい言語スキル 学習支援・指導と学習材 

１ 
次 
 
１

時

間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．１グループ４名で自分

の季節感について話し合

う。 
・「春」「夏」「秋」「冬」の 

季節で自分が一番いい 
なあと思う季節を思い 
浮かべる。 

・その季節への「こだわり」 
を心に思い浮かべ、４人

で発表し合う。 
２．いくつか（あるいは全

部）のグループの代表が

グループの話し合いの内

容を発表する。 
（個人として発表していっ

てもよい。） 

・経験を振り返り、季

節を表す語彙・語句

を想起することが

できる。 
・自分の考えと照らし

合わせながら、仲間

の考えを聞くこと

ができる。  
 
 
 
 
 
 

・４名でグループ学習を行う。

・その季節への「こだわり」

（なぜいいのか）を話すこと

によって、自分のものの見

方や考え方を広げさせる。

 
 
 

 
 

２ 
次 
 
３

時

間 

○いろいろな方法で音読を

し、古文の表現に親しむ。 

 

１．指導者の音読の後につ

いて音読の練習をする。 
２．句読点に注意して繰り

返し音読する。 
３．歴史的仮名遣いを確認

する。 
 
 
○古典に見られる日本の伝

統的なものの見方、感じ

 
 
 
・古文のリズムを感じ

ることができる。 
 
 
・歴史的仮名遣いにつ

いて知ることがで

きる。 
 
・自分の経験に基づく

季節感と、日本の古

典における季節感

 

 

 
★読みにくい漢字にルビを 

振ったり、助詞や助動詞、

意味を補ったりした音読用

の教材を用意する。 
・歴史的仮名遣いを現代仮名

遣いになおす支援をする。

 
 
・ワークシートを用意する。

・各段落の最初の文に注目さ

せる。 
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方を学び、自分の季節に

対する感じ方や考え方と

比べながら理解する。 
・現代語訳を読んで内容を

知る。 
・ワークシートにしたがっ

て学習を進める。 
・清少納言がそれぞれの季

節でとてもいいと言って

いるのは一日のいつであ

るか、読み取る。 
・それぞれの具体的内容に

ついて読み取る。 
・表にして整理する。 
○意味を考えながら音読を

重ね、好きな季節の部分

を暗唱する。 

を比べることがで

きる。 
 
 
 
 
 
・キーワードを探すこ

とができる。 
・ポイントを押さえて

分かりやすくまと

めることができる。

 
・古文のリズムを意識 

しながら音読する

ことができる。 

「～は・・がいい。」 
★イメージしやすいように生

徒が質問してきた分かりに

くいことばについて説明す

る。 
★主語を示す助詞「が」の省

略が多いことや主語を表す

「の」の使い方について説明

する。 
 
 
 
・様々な方法で何度も音読さ

せる。 
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「枕草子」学習プリント 

冬 秋 夏 春  
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容 
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「枕草子」学習プリント 
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